
 

定例記者会見 発表事項２ 
                             平成２３年４月２８日 

「次世代アンチエイジング対策化粧品の開発」について 

 

 

 

 
 
 
 
これまでの大学での基礎研究で、ＩＬＧ（イソリクイリチゲニン）には、ヒアルロン酸分解酵素（ヒアルロ

ニダーゼ）抑制作用、抗原抗体反応による肥満細胞からのヒスタミン遊離抑制作用（抗アレルギー作用）、
Shultz-Dale 反応抑制作用（モルモット腸管組織での抗アレルギー作用）、抗酸化作用、フリーラジカル消去作用、
脂質過酸化抑制作用等を有することが確認されました。これらは、アンチエイジングおよびアトピー（Ⅰ
型アレルギー）対策にとって極めて有用な機能です。 
その一部は、既に論文報告しています（H.Kakegawa et al.,Chem.Pharm.Bull.,40(6),1439-1442(1992), 

K.Yamamoto, H.Kakegawa et al.,Planta Med.,58,389-393(1992)）。 
 
一方、ＩＬＧの毒性は極めて低く、変異原性や催奇形性も全く認められていないにもかかわらず、ＩＬ
Ｇを配合した化粧品はこれまで実用化されていませんでした。これは、ＩＬＧは水に不溶性で、化粧品
の水溶性基剤に配合するには、ＩＬＧを可溶化、均一分散化する必要があったからです。 
平成２０年度ＪＳＴ(独立行政法人科学技術振興機構)シーズ発掘試験において、ＩＬＧをトコフェロールと
共にマクロゴール（ポリエチレングリコール）等に溶解した後、水溶性基剤と混合することにより、ＩＬＧが
完全に可溶化、均一分散化され、長期間、安定な水中油型（w/o）化粧品製剤を作成できることを確認
しました。（特願 2009-054462；イソリクイリチゲニンの持続可能な可溶化および均一分散化）    
この方法を用いて、各種ＩＬＧ配合化粧品製剤を製作することが可能となりました。 
  
近年、コラーゲンやヒアルロン酸等を配合した化粧品が大量に商品化され、それらの成分の肌への浸
透性と保湿効果等を謳っていますが、分子量１０万以上のコラーゲンやヒアルロン酸は、皮膚組織中に
は全く浸透しません。 
これに対して、ＩＬＧは脂溶性の分子量２６４の高機能性低分子天然化合物であり、皮膚組織中にも
浸透します。開発されたＩＬＧ配合化粧品は、組織中のヒアルロン酸の代謝分解を抑制し、エイジング
やアトピー等による皮膚障害を防御する新しいコンセプトの次世代アンチエイジング化粧品です。 
 
なお、本研究は平成２０年度ＪＳＴシーズ発掘試験、平成２２年度ＪＳＴ研究成果最適展開支援事業
Ａ－ＳＴＥＰフィージビリティスタディー(ＦＳ)ステージ探索タイプにおける研究成果でもあります。 
 

以 上 
 

 
 
 

 

香川大学工学部は、株式会社イーエスティージャパン(大阪府吹田市南金田 1-4-31)との共同研

究で、アトピーや敏感肌にも期待できるアンチエイジング対策化粧品の商品化に成功しました。 

これまでの研究で、生薬甘草中の微量成分であるＩＬＧ(化粧品成分名；ＴＨＣ)に、アンチエイ

ジング対策に有効な多くの機能のあることが発見され、その後、ＩＬＧの大量生産が可能になった

ことから、十分な有効濃度のＩＬＧを配合した化粧品を実用化することができました。 

ＩＬＧを配合した化粧品は世界初です。本製品は５月中旬から販売されます。 

問い合わせ先  
香川大学 工学部 教授 掛川寿夫 
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